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令和元年度新吉田地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
担当２地区の高齢化率は２３％と高く、高齢者世帯、独居が増加しているが、２地区とも隣近所のお付き合い、見守りがまだまだ残っ
ていおり、地区活動を担う住民の意識も高い。共通の課題として、地区活動の次世代の担い手の確保が難しいことがある。これから
益々増加が見込まれる認知症については、その理解を地域に広める活動として、２地区合同でさがしてネットに取り組んでいる。中学
生にも支援者を担ってもらえるよう、中学１年生対象の認知症サポｰター養成講座を、地域の方と始めて３年目となります。キャラバン
メイトも数多くいらっしゃり、地域にある企業等で実施するサポーター養成講座や２地区合同さがしてネット模擬訓練等で活躍され、認
知症の理解に対する意識の高さを感じる地域です。地区活動の場となる町内会館等が偏在しいる、地域ケアプラザの利便性が悪い
等から、地区活動に参加したくても徒歩圏内にその場がない、バス停もない地域があり、参加できない高齢者等がいることが推察され
ます。今後、徒歩圏内で参加できる地区活動の場の発掘とともに、既存の活動の場への送迎手段や地域ケアプラザの利便性を高め
る工夫が必要であると考える。

—具体的な取組内容－

５職種が連携して、支援が必要な方に必要な支援が適切に迅速に届けられるように総合相談窓口機能を強化し、
その質の向上を図ります。（総合相談窓口を担当制とて来所や電話相談に迅速な対応ができるようにします。相
談内容に沿った専門部門との連携した支援をます。）

様々な自主企画事業や単位町内会の会議等への参加を通して、地域ケアプラザ機能の周知を図り、地域ケアプ
ラザの役割に理解を深めてもらい、支援が必要な方を早期に発見する担い手としてご協力いただく。

５職種のみならず、介護保険事業の専門職も一体となって、地域の生活体制整備事業の推進に資する地域支援
に取り組みます。（地域に数多くある福祉施設や企業や大型店舗、コンビニ等と地区活動との橋渡し役を担い、地
区の社会資源として活用できるよう支援します。）

地域の中で認知症サポ－タ－養成講座の開催やさがしてネットの２地区合同の模擬訓練等を通して、認知症の
理解を地域に広め、認知症になっても、住み慣れた地域でその人らしく暮らし続けられるような街づくりを支援しま
す。

医師会による在宅医療部会に参加し情報収集に努め、地域の在宅医療医や訪問看護ステ－ションはじめ、様々
な他職種との連携を強化し、地域包括ケアシステムの構築を推進します。

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り
総合相談窓口を包括支援センタ－担当職員による輪番制にすることで、迅速な相談対応ができた。相談内容によっては、地域の社会資源情報を多く持つ、地域活動ＣＯや
生活支援ＣＯと連携を図り支援することができた。今年度は、新吉田あすなろ連合町内会の単位町内会の会合に出向き、地域ケアプラザの役割の理解を深め、支援が必要
な方にケアプラザが早く出会えるよう、その協力を求めました。これまでに2町内会に出向き、地域の中で福祉・保健に係る活動がしたいというご相談がありました。地域にあ
る老人保健施設が行う循環送迎の車両を、地域課題である送迎に活用できないかと老人保健施設に働きかけ、前向きに検討していたが、医療法人の車両は地域向けには
活用できないことが判明して、振出しに戻った状況である。担当2地区が合同で取り組んでいるさがしてネットは、実際に発動することはないものの、地域の方からダイレクト
にケアプラザにご連絡が来ることが増えている。港北警察署との連携が図れてきている印象を持った。また、認知症サポーター養成講座は、12月14日に開催されるのを含め
て、これまでに４回実施し、３月には新田中学校での開催が予定されております。また、３月１０日には２地区合同の模擬訓練が予定されており、地域住民の認知症の理解
への意識の高さを感じます。港北医師会の地域包括ケア部会や港北北部ケア会議に参加して情報収集し、地域にある事業所や施設の理学療法士等講座を開催を通して、
また、高田地域ケアプラザと２ケアプラザの協力医である高田中央病院と共催で、みんなのセミナ－を開催し医療関係者をはじめ様々職種との連携強化に努めることができ
ました。引き続き、次年度もこの5項目は継続的に取り組んでいきます。

□ 区からのコメント
〇新吉田地区・新吉田あすなろ地区には、地域住民による認知症徘徊高齢者見守りネットワーク「さがしてネット」の取り
組みがあります。地域住民からの要望を受け、また学校との連携により認知症サポーター養成講座を開催し、認知症へ
の理解を深める支援を行うことで、地域住民による認知症高齢者への見守り強化につながっています。住民の認知症理
解の意識向上のため、引き続き普及啓発の推進をお願いします。
〇介護予防活動支援による健康維持増進効果が確認され、既存活動からの人材の発掘にも成果が出ています。今後も
地域の特性に応じた「共助」の取り組みや長期的な視点での啓発活動を促進することが重要です。



１ 施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２ 指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

167 176 173 176 195 195 126 128 129 129 131 135
10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

196 192 197 192 203 194 145 139 137 135 131 125

３ 通所系サービス事業

・令和2年10月1日～10月31日まで部門別のア
ンケ－トを実施して業務の公正・中立性につい
て意識して取り組みができている振り返りを
行った。

・個人情報漏洩事故ははなかった。しかし、介護予
防支援事業における、介護給付費等の給付管理請
求事務処理ミスによる支払い遅延事故があった。

令和元年新吉田地域ケアプラザ事業計画書・事業報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について
コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・部門別アンケ－ト等を実施して、その業務の
公正・中立性を振り返ります。
・総合相談等ケアプラザ業務は、常に相談者
（ご利用者）の立場に立ち、相談者（ご利用者）
の意思及び人格を尊重し、提供されるサ－ビ
ス等が特定な事業者に不当に偏ることがない
よう公正中立を意識した支援をします。

・委託業者及び担当職員により建物・設備の保
守点検定期的に実施して、危険な状態の早期
発見し必要に応じた修理修繕をします。
・安心・安全な施設利用、サ－ビス提供できる
よう、職員一人一人が意識できるよう、毎月の
会議や日々のミ－テイングでヒヤリハットにつ
て振り返ります。
・引き続き、スマイリングロ－ドの点数化機能を
活用した自己点検する等、安全運転の啓発に
努めます。
・法令・横浜市の個人情報保護に関する条例、
法人の個人情報管理規定に基づいた取り組み
をします。事業所長は個人情報管理者を担
い、事業所における適切な個人情報の管理に
関する取り組みを推進します。
・個人情報漏洩チェックシ－トの実施、取り扱
い研修を年に１回実施して定期的に注意喚起
します。 ・個人情報の取り扱いについて、職員
一人一人が忙しくても、その取扱いル－ルを守
るという事で漏洩防止するという意識を高め
る。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

居宅介護支援事業

その方が持つ能力や思い等、その方の特性を踏ま
えた生活機能向上を目標としたケアマネジメントを
実施し、地域のインフォ－マルサ－ビス等多様なサ
－ビスの中からご自身で選択できるよう支援しま
す。

その方が可能な限り居宅において、その有する能
力に応じて、自立した日常生活が営むために必要な
居宅サ－ビスが適切に利用できるようケアプランを
作成するとともに、当該計画に基づいて適切な居宅
サ－ビスの提供が確保できるよう、連絡調整しま
す。地域ケアプラザの居宅介護支援事業者であるこ
とを自覚し、丘の上の倶楽部等でのリ－ダ－シップ
を積極的に担い、地域の質の高いケアマネジメント
を目指し、また、その方が住む地域の社会資源開発
に資する取り組みをして参ります。

管理者１名（社会福祉士）
主任介護支援専門員１名 保健師１名 社会福祉士
１名 介護支援専門員 １名

管理者１名 ( 主任介護支援専門員）
介護支援専門員４名（うち主任介護支援専門員２
名）

利用者
実績
（人）



目標

実施
体制

実費
負担

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

509 528 499 549 536 508 84 101 106 121 120 100
10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

547 551 545 530 575 614 109 103 103 114 102 118

・ゆったりとした空間の中でご自身で楽しみが見つ
けられるよう支援します。
・日常生活動作の一つ一つがリハビリと捉え、残さ
れた力で生活の喜びと自信を感じられるよう支援し
ます。
・職員やご利用者同士で安心して過ごせる社会交
流の場を提供します。 ・個別
ニ－ズに柔軟に対応した適切サ－ビス提供に努め
ます。 ・食前の口
腔体操、食後の口腔ケアの励行、お食事の形態へ
の配慮等に対応し、誤嚥性肺炎の発症防止に努め
ます。
・介護者が安心できる介護者負担軽減に資するサ
－ビス提供に努めます。

・ゆったりとした空間の中でご自身で楽しみが見つ
けられるよう支援します。
・日常生活動作の一つ一つがリハビリと捉え、残さ
れた力で生活の喜びと自信を感じられるよう支援し
ます。
・職員やご利用者同士で安心して過ごせる社会交
流の場を提供します。 ・個別
ニ－ズに柔軟に対応した適切サ－ビス提供に努め
ます。 ・食前の口
腔体操、食後の口腔ケアの励行、お食事の形態へ
の配慮等に対応し、誤嚥性肺炎の発症防止に努め
ます。
・ご利用者が暮らす町の福祉・保健の課題解決に向
けて委託事業と協働します。

通所介護
認知症対応型通所介護

第１号通所事業
介護予防認知症対応型通所介護

利用者
実績
（人）

【実施日数】
週６日（日曜日休業）
【提供時間】
９：００～１６：００（７時間）
【定員】３５名（一体型）

【実施日数】
週６日（日曜日休業）
【提供時間】
10：00～１５：００（５時間）
【定員】３５名

昼食・おやつ代（７５０円/食）
キャンセル料（食材料費代）

昼食・おやつ代（７５０円/食）
キャンセル料（食材料費代）

管理者１名 生活相談員３名 看護職員 （機能訓
練員兼務）５名 介護職員１７名 送迎職員７名
事務職員１名

管理者１名 生活相談員３名 看護職員 （機能訓
練員兼務）５名 介護職員１７名 送迎職員７名
事務職員１名









(4)自主事業計画書・報告書（様式４）.xlsx

新吉田地域ケアプラザ

１　地域交流 1　高齢者 1　優先的に取り組み

２　包括 2　障害者 2　発展させるねらい

３　生活支援体制整備事業 3　乳幼児

４　共催（１と２） 4　子ども

５　共催（１と３） 5　地域

６　共催（２と３） 6　事業者

７　共催（１と２と３） 7　その他

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参
加

人数

令和元年度　自主事業計画書・報告書

88

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

近隣の元気高齢者に対し、デイサービスで積
み上げたノウハウを活かしながら、健康寿命
延伸のための運動プログラムと脳トレプログラ
ムを提供する。

月に1回、介護保険を使っていない65歳以上
の高齢者に集まっていただき、ロコモティブシ
ンドローム予防プログラム、ドリルなどの問題
集を取り組んでいただく。バスポイントからの
送迎と、ボランティアによる昼食を提供する。 1010 はつらつ倶楽部

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

1
　
高
齢
者

143

9 こうほく☆からふる

１
　
地
域
交
流

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

区内の学齢障がい児余暇支援事業。区内の6
ケアプラザで協力して活動。

年齢ごとに区切り年間4回開催。学齢障がい
児の余暇支援と家族のレスパイトのための企
画で、外出レクリエーションを主な活動内容と
する。

1 9

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

近隣のグループホームやデイサービス等の施
設を利用している高齢者を対象に、音楽会な
どのイベントを開催。福祉施設が多いエリアの
つながり作りを行う。また、ボランティアで演奏
やイベントを行ってくださる方の発掘と発表の
機会の提供を行う。

年間4回程度を目安に、グループホームなど
に声をかけて開催。演奏や踊りなどイベント出
演して下さるボランティアの方をお願いする。

38 丘の上の交流会

１
　
地
域
交
流

1
　
高
齢
者

483

7 丘の上の音楽会

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

現在、高齢者や子どもなどは、地域ケアプラ
ザに関わっているが、それ以外の年齢層の関
わりが少ない。関わりの少ない人達との関わ
りを増やすことでケアプラザへの関心を高め、
地域の多くの方々が、困っている方を発見し
ケアプラザへつないでくださる応援者になって
頂くための啓発。

年４回開催。各季節ごとを目安に企画。平成
31年度は６月・９月・１１月・３月に開催。

3 311

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

【後方支援】
新田地区センターで行っているボランティアグ
ループ虹を中心として運営する転倒予防体操
講座

新田地区センターにおいて、月2回第2・4木曜
日の10時～11時30分に行なう転倒骨折予防
体操会。

226 さわやかクラブ虹

１
　
地
域
交
流

1
　
高
齢
者

1
　
高
齢
者

318

5
園芸ボランティア
「みらい」

１
　
地
域
交
流

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

【後方支援】
植栽の手入れを通じたボランティア活動団体
の育成と継続支援。

施設内の植栽の手入れなどの美化活動およ
び、デイサービスの園芸活動のサポート。ま
た、近隣の単身高齢者宅の草刈り、庭木の手
入れ。主には第１水曜日・第３水曜日に活動。

22 286

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

【後方支援】
新吉田北部町内会の保健活動推進員による
転倒骨折予防体操会。

新吉田北部町内会館において、月2回第2・4
金曜日の10時～11時30分に行なう転倒骨折
予防体操会。事業周知、講師調整のため体育
協会との仲介などを行う。

184 さわやか北部体操

１
　
地
域
交
流

1
　
高
齢
者

1 はぐピョン

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

安心して子どもを遊ばせることができる場の提
供と保護者の交流・情報交換のための場の提
供。また、読み聞かせや保育ボランティア育成
のための機会として開催している。

毎月第2月曜日と第4木曜日の10時～13時に
ケアプラザの多目的ホールを開放して行なう
遊び場。ボランティア等による手遊び、季節の
イベントなど開催。

22 342

575

3 新田クラブ

１
　
地
域
交
流

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

【後方支援】
高齢者の引きこもり防止と交流の場の提供。
現在は手芸サークル「オーキットキルト会」に
運営を移行中。

新田地区センターにおいて毎月第１・３水曜日
13：30～15：50に開催するミニデイサービス。
手芸や編み物等のクラフトと囲碁・将棋・茶話
会を行う。

22 438

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

高齢者転倒骨折予防体操会を定期開催する
ことによる、介護予防と交流を目的とする。

新田地区センターにおいて、毎月第1・3月曜
日の10時～11時30分に行なう転倒骨折予防
体操とクールダウンのための茶話会。年1～2
回程度のお楽しみ会

222 さわやかクラブ

１
　
地
域
交
流

事業 １ 地域活動交流事業 ５ 共催（１と３）

２ 地域包括支援センター運営事業 ６ 共催（２と３）

３ 生活支援体制整備事業 ７ ３事業共催（１と２と３）

４ 共催（１と２）

事業の性質 １ 優先的に取り組みが求められる事業

対象者 １ 高齢者 ５ 地域

２ 障害児・者 ６ 事業者

３ 養育者及び乳幼児 ７ その他

４ 子ども・青少年



(4)自主事業計画書・報告書（様式４）.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参
加

人数

21

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域の方向けのお花の育て方講座。趣味活
動を通じて生活の充実を図ることと、ケアプラ
ザで活動している園芸ボランティアのメンバー
の増員を図りたい。

５回シリーズで土・肥料・病害虫などテーマご
とに深めていく。寄せ植えの実習も行い、講座
終了後も学んだことを実践しながら花を育てる
楽しみを継続させていく。

224 上手な花の育て方

１
　
地
域
交

流

1
　
高
齢
者

30

23
盲導犬に会いに行
こう

１
　
地
域
交

流

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

近隣の小中学生向けの福祉体験講座。盲導
犬協会の協力で、視覚障がいについてや、盲
導犬の役割などについて学ぶ。

盲導犬協会を訪問し、障がい当事者の話を聞
いたり、盲導犬の訓練に携わっている方から
の話を聞く。盲導犬ＰＲ犬との、体験歩行を行
う。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中

0 0

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

体操リーダー養成講座として開催。参加者か
ら、ケアプラザ主催の体操会や地域の体操会
で活動してくれるボランティアを発掘する。

５日間でストレッチや筋トレの講義と実践を行
う。デイサービスのご利用者さんの前で実技

522
体操ボランティア育
成講座

５
　
共
催

（
１
と
３

）

1
　
高
齢
者

29

21 施設見学会

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

　地域の方々が、将来の住まいや過ごし方を
考える際の参考になるよう、地域の施設の協
力を得て開催。

老人保健施設カメリア、新羽地域ケアプラザと
の共催事業。今年度の訪問施設については
今後検討。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中
止

0 0

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

介護予防入門講座として、介護予防について
の講話などをおこない、介護予防の普及啓発
につなげることを目的とする。

新吉田地区保健活動推進員と共催企画のた
め、日程内容については今後検討。

120 保健福祉セミナー

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

37

19
高齢者虐待防止ハ
ンドブック

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

港北区版高齢者虐待ハンドブックの周知と活
用の仕方について事業所向けに研修を行っ
た。

担当地区にある通所介護事業所等で、港北
区高齢者虐待ハンドブックについて周知と事
例を使って虐待研修を行う。通所介護事業所
２か所での開催予定あり。他の対象事業所に
ついては今後検討。

2 19

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

子供向けお話し会を開催するための知識を深
め、ケアプラザ事業の「はぐピョン」や地域の
中の子育てサロンで活躍できる人材を育て
る。

５日間の講座で前半３日間で絵本の読み方、
わらべ歌、手遊びなどを講師から学び、後半２
日間はケアプラザの子育てサロンで実践をす
る。

518
おはなし会ワーク
ショップ

１
　
地
域
交

流

1
　
高
齢
者

700

17
医者が教えるPPK
（ピンピンキラリ生
活）

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

協力医である高田中央病院の荏原先生のご
協力を得て「医者が教えるPPK生活の秘訣講
座」シリーズとして介護予防をテーマに開催。

介護予防のテーマについて医師の視点から
協力医の荏原先生からお話しいただく講義
と、テーマに合わせた講師からの話しの2本立
てで講座を開催。今年度のテーマについて
は、今後検討。

1 24

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

近隣の方へケアプラザや福祉について啓発す
るとともに、ケアプラザとかかわりのある活動
団体のボランティア実践の場や、趣味活動団
体の作品発表の場とする。

法人内の施設と共催で作品展示や健康測定
会、模擬店などを行う。

116 共生まつり

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

144

15 粋な男の料理教室

４
　
共
催

（
１
と

２

）

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

男性をターゲットにした介護予防料理教室。 年度内3回、開催予定。毎回、管理栄養士が
介護予防をテーマとした献立を立て、実習と試
食を行う。調理の前に栄養について10分程度
の講座を行っている。

3 44

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

男性にターゲットを絞った介護予防のための
健康体操と栄養・口腔衛生の講座。

全8回の講座。ラジオ体操を中心に男性向け
に筋力アップをうたった内容の体操を行ってい
る。体操ではラジオ体操の他にもヨガマットや
セラバンド、ボールなどを使い、ストレッチやバ
ランス力強化を目的とした運動を行っている。 814 粋な男の健康講座

４
　
共
催

（
１
と

２

）

1
　
高
齢
者

129

13 出張相談会

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

新吉田地域ケアプラザが担当地域エリアの端
の高台に位置しているため、交通の便が良く
ないこと、ケアプラザの知名度が低いことが課
題であった。①ケアプラザまで足を運んでいた
だくことが難しい地域の皆さまが気軽にお立ち
寄りいただくこと、②地域にケアプラザの存在
を身近に感じていただくことを事業目的とし開
催。

毎月第3金曜日10時～12時に新吉田あすなろ
連合町内会のご協力を得て、あすなろ会館に
包括の職員が出向き出張相談会を開催。会
場利用について、新吉田あすなろ地区にご協
力いただいた。 12 1

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

・認知症についての講座　・キャラバンメイトさ
んによる寸劇（認知症の方への関わり方や対
応について）　・キャラバンメイトさんによる朗
読(認知症の方の心情を綴った詩の朗読　・
キャラバンメイトの活動紹介とメイトになられた
感想をインタビュー　・区やＣＰから情報提供。

新吉田地区民生委員向けに5月17日、新吉田
あすなろ地区のさがしてネット拠点協力者向
けに6月15日開催予定。他、開催依頼があっ
た場合に随時開催。

412
認知症サポーター
養成講座

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

1
　
高
齢
者

11 介護者のつどい

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

介護者の方々にいつでも悩みを話し合える場
があるという思いを持っていただき、肉体的に
も負担が軽くなることを目的として開催。

前半はワークショップでセルフリフレッシュ、後
半は茶話会の二部形式。奇数月の第2木曜日
に開催。

5 55



(4)自主事業計画書・報告書（様式４）.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参
加

人数

42

41

40

39

38

37

36

35

34

33

32

38

31
キャラバンメイトの
つどい

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域のキャラバンメイトが地域の企業やボラン
ティア団体等に出向き、認知症サポーター養
成講座を行い認知症の普及啓発活動をする。

地域のキャラバン目戸さんにお集まりいただ
き、今年度開催した講座の振り返りと次年度
の計画について話し合い意見交換を行った。 1 11

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域の元気高齢者に介護予防やご自分の健
康について関心を持っていただき、地域のみ
なさまの健康寿命延伸を目指す講座。

令和元年10月から全4階の講座。スローエア
ロビックを取れ入れ、自宅でも気軽にできる全
身ほぐしやフットケアなどを紹介。ロコモ予防
体操や管理栄養士の夜栄養改善の講座と歯
科衛生士による口腔栄養講座を開催。

430
GoGo健康！元気
づくり教室

７
　
共
催

（
１
と
２
と

３

）

1
　
高
齢
者

10

29
お口の健康は元気
の基本

７
　
共
催

（
１
と
２
と

３

）

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

口腔ケアの大切さを広く地域の皆様に知って
いただく目的で実施。お口の健康が認知症や
その他の疾患にも影響することを説明した。

地域主体のボランティアぐるーむの会員向け
勉強会を、地域のどなたでも参加できる形で
実施。会場提供などで、新田地区センターも
共催してもらうことができた。
6月1日（土）開催

1 38

1

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域で活動している介護予防に取り組む団体
（主には体操を行う団体）のリーダー向けに認
知症予防やそれに役立つ楽しいレクリエー
ションを紹介し、活動に役立てて頂く。
区が主催しケアプラザが周知等の協力を行っ
た。

6月14日に実施。
ケアプラザの広報誌等を使い周知したほか、
地域でお会いする活動者の方々にお声をか
けた。

128
楽しいレクと脳トレ
研修

６
　
共
催

（
２
と
３

）

5
　
地
域

0

27
デイサービスボラン
ティア「デイのにわ」

１
　
地
域
交

流

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

【後方支援】
デイサービスの花壇をお手入れをきっかけ
に、様々なボランティア活動につながったり、
要介護状態の高齢者のことを知っていただ
き、地域包括ケアを担う人材の発掘と育成を
する。

月に2回定期的に花の植え替えや世話を行
う。季節の花や野菜など、デイサービスのご利
用者様に喜んでもらえるように計画。また、趣
味を通して地域の方が交流できる場を提供
し、園芸活動以外にも関心を持っていただけ
るよう支援。

13 34

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

老人会などに出向き、介護保険制度や介護予
防について講座を開催する。

老人会等、出張福祉講座を受けて下さるグ
ループを今後検討する。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中
止

026 出張福祉講座

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

25
成年後見について
の講座

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

行政書士の先生等を招いて、成年後見や家
族信託等をテーマに地域の方々向けに講座と
個別相談会を開催。

講師や具体的な内容については今後検討。

1 12
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